
豊川市議会だより 平成15年8月15日 w

7月10日に行われた市制60周年記念事業の「1日議長（今泉謙吉氏）」�
当日は議長といっしょに文書の決裁や週間行事の打ち合わせ等を行う。�
�

豊川市議会第2回定例会（6月定例会）は、6月5日から6月
20日までの16日間にわたって開かれました。
6月定例会では、市長から一般会計補正予算や条例の一部改正

など13議案が提出されたほか、議員派遣が1件、意見書が1件
提出されました。

ＪＲ牛久保駅西側に完成した「うしくぼ児童館」

六
月
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件
は
、

次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
一
覧
表
の
と
お
り
で

す
。
○
の
中
の
数
字
は
議
案
番
号
で
す
。

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

■
補
正
予
算

$9
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
に
四
百
七
十
五
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
三
百
五
十
一
億
八
千
四
百
七

十
五
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内

訳
は
、
児
童
扶
養
手
当
等
シ
ス
テ
ム
修

正
業
務
委
託
料
と
し
て
三
百
十
五
万
円
、

中
学
校
の
特
殊
学
級
新
設
の
た
め
の
備

品
購
入
費
と
し
て
百
六
十
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

■
契
約
案
件

%5
二
号
調
整
池
築
造
工
事
請
負
契
約

の
締
結
は
、
豊
川
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の

で
、
そ
の
内
容
は
、
調
整
池
容
量
八
千

八
百
三
十
七
平
方
㍍
の
地
下
式
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
調
整
池
の
第
一
次
施
工
分
で
、

調
整
池
全
体
の
約
半
分
を
施
工
す
る
も

の
で
す
。

■
報
告
案
件

報
告
y
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
予

算
の
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
し
は
、

十
四
年
度
内
に
完
了
で
き
な
い
都
市
再

開
発
道
路
整
備
事
業
を
始
め
、
豊
川
西

部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
な
ど
、
総
額
で
二
億
千
九
百
二
十
二

万
七
千
円
を
十
五
年
度
に
繰
越
す
も
の

で
す
。

■
条
例
の
一
部
改
正

%1
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
は
、「
う

し
く
ぼ
児
童
館
」
の
名
称
や
位
置
を
別

表
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
議
員
提
出
の
意
見
書

意
見
q
税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三

位
一
体
改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意

見
書
は
、
地
方
財
政
の
財
政
不
足
が
拡

大
し
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
中
、
地

域
経
済
活
性
化
等
の
新
た
な
行
政
課
題

に
も
直
面
し
て
お
り
、
早
急
な
財
政
基

盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
政
府
に
お
い
て
税
源
移
譲
を
基
本

と
す
る
税
源
配
分
の
あ
り
方
を
三
位
一

体
で
改
革
す
る
に
あ
た
り
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
税
源
移
譲
等

に
よ
る
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
を
さ

れ
る
よ
う
、
国
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

■
本
会
議
に
お
け
る
主
な
質
疑

＊
＊
%5
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
豊
川
駅
東
区
画
整
理
事
業
二
号

調
整
池
築
造
工
事
は
、
地
下
式
調
整
池

で
ふ
た
付
き
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
式
と
比
較
し
て
工
事
費
が
高
く
な
る

が
、
な
ぜ
地
下
式
な
の
か
。
ま
た
、
請

負
契
約
に
つ
い
て
、
な
ぜ
一
般
競
争
入

札
を
制
限
付
き
と
し
た
の
か
。

（
答
弁
）
ふ
た
の
上
を
緑
地
と
し
て
利
用

す
る
た
め
と
、
地
域
性
、
地
盤
、
地
下

水
位
を
考
慮
し
て
地
下
式
を
選
択
し
た
。

ま
た
こ
の
工
事
は
、
高
度
な
技
術
力
・

豊
富
な
経
験
・
高
い
管
理
能
力
を
有
す

る
と
い
っ
た
条
件
等
を
考
慮
し
制
限
付

き
と
し
た
。

■
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

総
務
文
教
委
員
会

＊
＊
%7
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
東
三
河
地
方
教
育
事
務
協
議
会

事
務
所
の
位
置
を
会
長
の
属
す
る
市
町

の
教
育
委
員
会
内
に
変
更
す
る
理
由
と
、

会
長
市
町
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
ま
た

年
度
途
中
で
渥
美
郡
の
合
併
に
よ
り
、

参
加
団
体
数
が
変
わ
る
が
、
予
定
し
た

事
業
や
構
成
市
町
の
負
担
金
等
に
影
響

は
あ
る
の
か
。

（
答
弁
）
改
正
前
は
、
同
事
務
所
の
位
置

は
東
三
河
教
育
事
務
所
、
会
長
は
二
年

ご
と
の
持
ち
回
り
で
あ
っ
た
。
今
回
の

改
正
で
、
事
務
所
の
位
置
も
会
長
の
属

す
る
構
成
市
町
の
教
育
委
員
会
事
務
局

と
な
る
が
、
実
務
と
し
て
は
、
従
来
ど

お
り
東
三
河
教
育
事
務
所
の
支
援
を
受

け
る
た
め
、
事
務
に
支
障
は
な
い
。
ま

た
今
年
度
事
業
は
、
予
定
ど
お
り
実
施

議
案
の
内
容

議
案
の
審
査



し
、
負
担
金
は
赤
羽
根
町
分
を
田
原
市

が
負
担
す
る
の
で
影
響
は
な
い
。

厚
生
委
員
会

＊
＊
%2
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
条
例
改
正
前
は
、
手
当
を
受
給

す
る
た
め
の
所
得
要
件
は
受
給
資
格
者

本
人
の
み
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
改

正
後
は
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
つ
い

て
も
支
給
条
件
に
加
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
改
正
理
由
と
そ
の
影
響
は
あ

る
の
か
。

（
答
弁
）
国
の
児
童
扶
養
手
当
、
県
の
愛

知
県
遺
児
手
当
と
遺
児
の
育
成
を
は
か

る
手
当
は
、
従
来
同
じ
支
給
条
件
で
支

給
さ
れ
て
お
り
、
県
手
当
の
支
給
条
件

が
国
に
な
ら
っ
て
改
正
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
本
市
手
当
の
支
給
条
件
も
同
様
に

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
支
給
条
件

の
変
更
に
よ
り
、
現
受
給
対
象
者
の
う

ち
八
十
人
が
支
給
停
止
と
な
り
、
新
た

に
三
十
人
が
支
給
対
象
と
な
る
。

経
済
委
員
会

＊
＊
%3
議
案
＊
＊

（
質
疑
）
消
防
団
員
の
階
級
、
勤
続
年
数

に
よ
っ
て
退
職
報
償
金
の
引
き
上
げ
額

が
異
な
っ
た
過
去
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
過
去
三
年
間
の
退
職
者
数
と
退

職
報
償
金
の
平
均
支
給
額
は
い
く
ら
な

の
か
。

（
答
弁
）
平
成
十
年
以
前
は
、
階
級
、
勤

続
年
数
に
よ
っ
て
引
き
上
げ
額
が
異
な

っ
た
が
、
十
一
年
度
か
ら
は
一
律
の
引

き
上
げ
額
と
な
っ
た
。
退
職
者
数
は
、

平
成
十
二
年
度
が
五
十
二
人
、
十
三
年

度
が
四
十
三
人
、
十
四
年
度
が
五
十
三

人
で
、
退
職
報
償
金
の
平
均
支
給
額
は
、

平
成
十
二
年
度
が
二
十
一
万
円
、
十
三

年
度
は
十
九
万
千
円
、
十
四
年
度
は
十

九
万
八
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
改
定
に

よ
っ
て
わ
ず
か
だ
が
平
均
支
給
額
は
増

加
し
て
い
る
。

＊
＊
%2
議
案
＊
＊

（
反
対
）
手
当
の
対
象
と
な
る
母
子
家
庭

等
は
、
多
く
の
場
合
低
所
得
者
で
あ
り
、

自
立
が
困
難
な
中
で
も
子
育
て
に
仕
事

に
と
努
力
し
て
い
る
。
親
と
や
む
な
く

同
居
の
場
合
で
も
自
立
を
願
っ
て
い
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
同
居
の
祖
父
母

等
に
扶
養
義
務
を
押
し
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
別
世
帯
と
し
、
本
人
所
得
だ
け

で
判
断
す
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
世
帯
全
体
の
所
得
を
勘
案
し
、

扶
養
義
務
者
か
ら
何
ら
か
の
援
助
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
家
庭
に
つ
い

て
は
支
給
制
限
を
設
け
、
真
に
こ
の
手

当
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対
し
、
手
当

の
よ
り
公
平
、
適
正
な
支
給
を
行
う
た

め
に
行
わ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、
受
給
資
格
者
の
扶
養
義
務
者
な

ど
の
所
得
に
応
じ
た
支
給
制
限
を
設
け

る
と
と
も
に
手
当
額
を
改
正
す
る
こ
と

は
妥
当
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

六
月
定
例
会
の
議
決
状
況
一
覧

$9
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

%0
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

%1
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

%2
遺
児
の
育
成
を
は
か
る
手
当
条
例
の

一
部
改
正

%3
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
%4
市
道
路
線
の
認
定

%5
二
号
調
整
池
築
造
工
事
請
負
契
約
の

締
結

%6
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得

%7
東
三
河
地
方
教
育
事
務
協
議
会
規
約

の
変
更

報
告
t
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の
継

続
費
に
係
る
繰
越
し

報
告
y
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の
繰

越
明
許
費
に
係
る
繰
越
し

報
告
u
十
四
年
度
宝
飯
都
市
計
画
事
業

西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
の
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
し

報
告
i
土
地
開
発
公
社
の
十
五
年
度
事

業
計
画
の
報
告

議
発
w
議
員
派
遣

意
見
q
税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三
位

一
体
改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意

見
書
の
発
議

※
%2
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
　

議
案
は
全
員
一
致
で
原
案
可
決
。

e 豊川市議会だより 平成15年8月15日

6月定例会・議案審議の内容

討
　
論

陳　　情
■平成15年陳情第３号
無法な戦争・武力行使反対、有事法制の立法化
反対を政府に求める陳情

■平成15年陳情第４号
清潔で公正・公平な国民奉仕を貫く公務員制度
の確立を求める陳情

○陳情者
愛知労働組合総連合
議長　見崎　徳弘
愛知公務・公共業務労働組合共闘会議
議長　羽根　克明

■平成15年陳情第５号
地方交付税の削減に反対し、地方税財源の拡充
を求める意見表明についての陳情

■平成15年陳情第６号
強制的市町村合併に反対し、住民合意の基本姿
勢を求める陳情

■平成15年陳情第７、８号
自治体の緊急「雇用・失業・生活対策」を求める
陳情

○陳情者
自治労連愛知県本部　
執行委員長　羽根　克明

■平成15年陳情第９、10号
公契約条例を確立し、委託・請負労働者、及び
臨時・非常勤職員の賃金・労働条件を改善する
陳情

○陳情者
愛知労働組合総連合
議長　見崎　徳弘
愛知公務・公共業務労働組合共闘会議
議長　羽根　克明

■平成15年陳情第11号
政府に「平和の意見書」の提出を求める陳情

○陳情者
ネットワーク『地球村』
愛知「平和の意見書」実行委員会
とよはし『地球村』 大西　正純、 手嶋　修次

◆結果
陳情第５号は、同じ趣旨の意見書を発議してい

ることから、採択とみなし、他の陳情は賛成者な
く不採択と決定。




